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Abstract 
The purpose of this study is to point out several fundamental effects on the perceived noisiness of 
impulsive noise through two psycho-acoustical experiments. In Experiment I， the perceived noisiness of six 
kinds of impulsive nois巴isinvestigated by the method of adjustment. Some physical p呂rametersthat influ 
ence the perceived noisiness are pointed out and a problem of spectral effects on human response of impulsive 
noise is discussed. In Experiment Il， the perc巴ivednoisiness of impulsive pink noise is investigated as a 
function of four physical p呂rameters; r巴petiti on rate， rise time， d巴仁aytime and background-to-burst level 
The author discusses the perceived noisiness of impulsive noise to be rated from two aspects ; the巴nergy
effect and th巴startleeffect. For the abatement of the startle eff巴ct，th巴I巴petJtlOnr呂te，the decay time and 

























理的マグニチュードの関係については， S. S. StevensやE.Zwickerによるラウドネス評価法，
K. D. Kryterによるノイジネス評価法に代表きれる様な優れた業績があり，各々の妥当性も広
く認められている。また経験的にその有効性が確認されているものに騒音計のA特性による測
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ISO-R 1996 (1971) 1)は「衝撃性のファクターを有する騒音については，騒音レベル測定値に
5dB(A)の補正を加えて評価騒音レベル LrdB(A)とする」と暫定的に規定しているが，測
定方法及び5dB(A)という補正値が適当であるかどうかは大いに疑問とされており， ISO/TC 














ホワイトノイズの断続音を用いた実験があり， 1つのケースとして RRニ 0.3-20ppsの範囲に
おいて， loudnessはRRの増加と共に増大し， 50-200 ppsの範囲では逆に減少するというデー
タを得ているが，その効果を積極的には認めていない。さらに，筆者らの行なった実験による
と， RR= 1 -4 ppsの範囲において，ピンクノイズの断続音のやかましさと RRは， 101og1oRR
の関係を示すことを確認している 17)。一方，後者に関しては， Carter5)による triangularpulse 
を用いた実験があり， RR= 1-128ppsの範囲において， loud即日はエネルギーによく対応す










Vigran et al. 7)は，純音及び広帯域音を用いて実験を行ない，広帯域音の場合nsetlmeの増加
と共に loudnessは減少する傾向を示し，その効果は risetime=0.025-l.6sec.の範囲で約3
dB程度あるが，純音の場合はほとんど効果がみられないと報告している。Gjaeveneset a1.8)は，
数種の純音，狭帯域音，広帯域音を用いて， nse ttmeニ O.03-1.0 sec.の範囲で実験を行ない，
それぞれの周波数特性に応じて効果の程度に差はあるものの， nse tJmeが増加すると loudness
は減少することを報告している。 Gustafsson9)は， nse bme=0.3-10.0msec.の範囲で，やは
り同様の結果を得ている。一方，我国でも平松ら 13)は，立上り速度 (dB/s)をパラメータとし


























































































































































































































































































げることにより吸音性の向上をはかっている。なおテストルームの内容積は， 3.220 W x 3 . 532
L x 2 . 990H = 34 . 00m 2である。
図2・1は実験装置のブロックダイアグラムである。実験 Iと実験Iで用いる実験装置はほほ
TES 丁目OOM CONTROL向00判
円oisefield generαtor RION SF-04 
electronic switch ~ION 58-10 
tape recorder-l時 50NYTC-7650 
tape recorder-l峰長 N，.GRi-¥ N-D 





実 験 ご1日'" 項 自 ヰ寺 イ生
No. 1 タイプライターを打つ音
種 重責 No. 2 コンクリートを叩く音
No. 3 コンクリートを叩く音
ピークレベル 75dB (A)に一定
反復回数 o . 25. O. 5， 1， 2， 4， 8， 16， (回/秒)
No. 1 8 ~12dB(A) 
立上リレベル No. 2 19~26 
基 準 音
No. 3 6 ~33 
No. 1 18 msec 
立上り時間* No. 2 17 
No.3 17 
No. 1 42 msec 
立下り時間* No. 2 25 
N口3 120 
上七 較 立日主三 干重 実質 ピンクノイズの連続音
*ピ クから 10dB (A)変化する時間
表2.2 実験音の物理的特性 (2)
実 験 三i主l二 I員l 目 午事 十全
No. 4 木箱を口flく音
穆A まE No. 5 木箱を叩く音
No. 6 シンパルを叩く音
ピークレベル 75 dB (A)に一定
反復回数 0.5， 1， 2， 4， 8，16 (回/秒)
No 4 33~38 dB (A) 
立上りレベル No. 5 9 ~37 
基 完全 青
No. 6 1l ~34 
No. 4 1.1~ 1. 7 百四eC
立上り時間* No. 5 1. 1 ~ 8 . 7 
No. 6 6.0~6. 7 
No. 4 12.7~22.0 ms巴C
立下り時間* No. 5 33.3~76.7 
:-10. 6 58.3~177 .3 

































1 )，音響特性の異なる 2室でコンクリートを叩く音(No.2， No. 3)，同様に木箱を叩く音(No.
4， No. 5)，及びシンパルを叩く音 (No.6)の6種類からなっている。これらを規則的に発
生きせ，予め磁気テープに録音し，実験の際には 4倍のスピードで再生させることにより，反








である。比較音は，実験音No.1 ~No. 3に対してはオールパスのピンクノイズ， No. 4 ~No. 6 
に対しては 1KHz . y:3オクターブバンドノイズを用いている。実験音は図2・4に示す様に，基












実験音 反復回数 平均(SLM) 平均(WM) 標準偏差
0.25 7.4 11.4 0.95 
0.5 - 6.7 7.7 0.65 
1 ← 5.7 - 6.7 0.65 
No. 1 2 4.9 - 7.9 0.43 
4 - 3.6 - 8.6 0.62 
8 2.9 7.9 0.61 
16 1.1 6.1 0.38 
0.25 - 7.6 -10.6 1. 32 
0.5 5.0 -10.0 1.11 
1 4.4 7.4 0.38 
NO.2 2 2.5 6.5 1.00 
4 1.9 3.9 0.70 
8 - 0.3 - 3.3 0.69 
16 1.8 1.8 0.54 
0.25 7.9 - 8.9 2.29 
0.5 - 6.2 - 7.2 1.83 
1 3.6 5.6 1.02 
NO.3 2 1.7 3.7 0.41 
4 0.9 - 4.9 0.61 
8 0.3 2.7 0.61 
16 2.7 0.3 1.17 
「平均(SLM)Jは騒音計の指示値平均(WM)Jはウェーブメモリによ
る分析値
に至るまで比較を続けさせた。被験者は実験者 No.1-No. 3に関しては， 20才台の男子 5名，





ピークレベルを差し百|いた値で， 以下Lrb(Relative Burst Level)と呼ぶ。また，図 2・5-図
2・10はこれを図示したものである。判断値の標準偏差は，実験音 No.1では 0.38-0.95で平
均 0.59dB(A)，No.2では 0.38-1.32で平均 0.82dB(A)， No.3では 0.41-2.29で平均1.13





実験音 反復回数 平均(SLM) 平均(WM) 標準偏差
0.5 3.9 8.1 1. 70 
1 6.3 -7.7 1.67 
No. 4 
2 7.9 -7.1 1.45 
4 8.1 -4.9 1.23 
8 8.7 5.3 0.92 
16 12.2 1.8 0.93 
0.5 2.6 -4.4 1.37 
1 4.5 2.5 1.45 
NO.5 
2 4.6 2.4 2.11 
4 6.0 l.0 1.63 
8 8.2 4.2 1.27 
16 7.4 5.4 1.68 
0.5 7.5 2.5 1.32 
l 8.7 l.7 0.93 
2 
No. 6 
10.6 2.6 1.28 
4 1.3 4.3 1.23 
8 10.9 3.9 1.18 












実験音 No.1では1.0-5.0で平均 3.3dB (A)， No.2では 0.0-5.0で平均 2.9dB (A)， No.3 
では1.0-4.0で平均 2.3dB(A)， No.4では 12.0-15.0で，平均 13.7dB(A)，No.5では



























-15 0.25 0目5 1 4 8 16 
同EPETITIONRATE in pps 
図2・5 実験結果 (No.l)










2 4 8 16 
REPETITION RATE in pps 









4 8 16 32 
REPETITION RATE in pps 












0.25 0.5 1 4 
REPETITION RATE in pps 



















REPETITION RATE in pps 

























0.5 1 4 
REPETITION RA TE in pps 















1 2 4 8 16 
REPETITION RATE in pps 




























r = 0.99 
一上 上一一一一L _-1一一一__L_
0.25 0.5 1 2 4 8 
REPETITION RA TE in pps 
































? ??o No. 4 ・No.5 
ロ No.6
LrbとRRの関係 (SLM， No.1-3) 
r '"0.62 


































































































r " 0.91 
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口しrb= 0目50Leq -38.9， r '= 0目71
QNo オ， 2， 3 口PinkNOlse 
2D505560657075 
EQUIVALENT SOUND LEVEし ;ndB(A) 
16 0.5 1 2 4 8 
REPETITION円ATEin pps 
図2・18Lrb (dBA)とLeqの関係











.No. 4， 5， 6 






o Lrb冒 0.51 Leq-3ア.8，r = 0.66 
ONo. 1， 2， 3 & Pink Noise 
55 60 65 70 75 




























が異なっており，ここで両実験結果を比較してみたい。図2・17における白丸は No.1-No. 3 
の結果を，また黒丸は No.4-No. 6の結果を示している。 NO.1-No. 3のグループは比較音に































反復回数 0.5， 1， 2， 4， 8， 16， 32， (凪/秒)
ムL上りレベル 7 -34dB (A) 
回 立上り時間* 1.3-3.0msec 
数 立下り時間* 14.7-36.7 msec. 
比較音 種 主買 ピンクノイズの連続音
種 業員 ピンクノイズの衝撃音
立 ピークレベル 75dB (A)に一定
上 基準音
反復回数 1 (回/秒)
り 立上りレベル 37-43 dB (A) 
時 立上り時間* 3， 20， 41， 116， 176 msec 
間 立下り時間帯 10-25 msec 
比較音 種 重責 ピンクノイズの連続音
種 実夏 ピンクノイズの衝撃音
立 ピークレベル 75dB (A)に一定
下 基準音
反復回数 1 (回/秒)
り 立上りレベル 34-46 dB(A) 
時 立上り時間* 2 -17msec 
間 立下り時間* 15， 58， 120， 292， 605 msec 
比較音 種 草 ピンクノイズの連続音
種 類 ピンクノイズの衝撃音
JL ピークレベル 75dB (A)に一定
上 反復回数 1 (回/秒)
り 基準音 立上りレベル 5， 10， 19， 28 dB (A) レ
fく 立上り時間* 9 -17 msec 
ノレ 立下り時間* 278-309 msec. 




















































反復回数 平均(SLM) 平均(WM) 標準偏差
0.5 10.6 15.6 2.33 
l 6.9 12.9 2.56 
2 5.3 10.3 2.29 
4 1.9 7.9 2.53 
8 -0.3 - 4.3 2.03 
16 0.2 - 4.8 1.12 
32 - 0.6 - 3.6 0.83 
」
32 0.5 1 2 4 8 16 










55 60 65 70 75 
EQUIVALENT SQUND LEVEL in d日(A)
32 1 2 4 8 16 
REPETITION RATE in pps 
0.5 -25 
驚がく効果の概念図
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立上り時間 平均(SLM) 平均(WM) 標準偏差
3 msec -11.8 -20.8 4.40 
20 - 3.2 - 9.2 2.08 
41 1.3 4.3 1.87 
116 - 0.4 2.4 1.42 
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立下り時間 平均(SLM) 平均(WM) 標準偏差
15 msec 11.6 19.6 1.72 
58 -4.6 - 5.6 1.26 
120 -2.8 -4.8 1.43 
292 - 1.8 -2.8 1.05 
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ている感が強しこのデータをとり除いてみると， 58-605 msecの範囲において約 5dB(A)
の効果があり，立下り時聞の増加とともに驚がく効果が一様に減少を示しているのがわかる。
3・6 立上りレベルの効果
実験結果は表3・5に示す通りであり， 4種類の実験者における判断値の標準偏差は， 0.78 












立上りレベル 平均(SLM) 平均(WM) 標準偏差
5dB (A) ← 2.4 -4.4 l.08 
10 3.2 5.2 0.78 
19 - l.0 -3.0 l. 21 




















BACKGROUND-TO-BURST LEVEL i門 d日(A)
5 10 15 20 25 30 35 
臼ACKGROUND-TO-BURSTLEVEL in dB(A) 























EQUIVALENT SOUNO LEVEL in dB(A) 
5 
o 5 10 15 20 25 30 35 40 





75 dB(A)， Lrb= 0 dB(A)]の点と立上りレベル 5dB(A)の結果とを結んだものである。
















2 )立上り時間による驚がく効果は， 20-176 msec.の範囲で明確な傾向を示さず，その効果
は全体で約 2.5dB(A)程度である。
3 )立下り時間による驚がく効果は， 58 -605 msecの範囲で立下り時間の増加と共に一様に
減少し，その効果は全体で約 5dB(A)である。
































































F ( RR， DT， BBL ) ~ 
RR : repetition rate 
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